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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 16.1 ha

平成 19 年度　～ 平成 23 年度 平成 19 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 平成18年度 平成23年度

％ 平成18年度 平成23年度

都道府県名 神奈川県 横浜市 戸塚駅前中央　地区

計画期間 交付期間 23

大目標：駅周辺の拠点性を強化し、商業・業務機能と居住機能が調和した活気のあるまちづくり
　目標1：地域交通・広域交通の利便性向上を図る
　目標2：まちの魅力向上を図る
　目標3：オープンスペースを確保し、ゆとりのある防災性の高い住環境の向上を図る

○本地区は横浜市の南西部に位置し、戸塚駅はJR東海道線、横須賀線、及び横浜市営地下鉄が停車し、横浜駅に次ぐ市内第２位の乗降客数を有する、市南西部の主要な交通結節点である。　東海道の宿場町から発展した街で地区内を国道１号
が通っており、古くから拠点性を備えた地区である。
○「横浜市総合計画」、「横浜市都市計画マスタープラン」において、多心型都市構造の一翼を担う拠点のひとつとして位置づけられており、業務・商業・文化機能と都市型の居住機能が調和した活力のあるまちづくりを目指している。
○昭和30年代までの柏尾川の改修と関東大震災後の国道１号の拡幅整備以外、大きな都市基盤整備が行われておらず、脆弱な都市基盤の上に市街化が進展する形となっている。
○昭和37年「戸塚駅前地区土地区画整理事業」の都市計画決定を行ったが、事業を効率よく進めるために、一部を市街地再開発事業として、事業手法を変更して整備を進めている。
　・戸塚駅東口駅前は、平成元年度に「戸塚駅東口第一種市街地再開発事業」が完了し、駅前広場が整備されている。
　・戸塚駅西口駅前は、平成６年度に「戸塚駅西口第１地区第二種市街地再開発事業」が都市計画決定され、交通広場、幹線街路が整備中である。
　・平成14年度に、国道１号線の整備と併せて沿道市街地の再整備を目的として、「戸塚駅前地区中央土地区画整理事業」が事業計画決定され、事業進行中である。

・戸塚駅前地区を東西に横断する国道１号とJR東海道線等上下線６本の線路との交差が踏切であるため、深刻な交通渋滞が起こっており、渋滞の解消と東西の交流動線の改善が必要である。
･駅東口と西口は市内１０位以内の繁華街であるが、小売り売り上げ額の減少が著しく、駅前の立地特性と柏尾川等の現況資産を活用するなど、まち全体の魅力をアップする工夫が必要である。
・道路等の基盤が未整備で木造低層建物が多く防災的にも脆弱な地区があり、道路等の基盤整備の必要がある。
・居住環境の向上のため、地区内に不足している公園・緑地のオープンスペースの確保を図る必要がある。

・「横浜市都市計画マスタープラン」の戸塚区プランにおける将来都市像「川と丘に育まれ、暮らしと賑わいがあるまち戸塚」を目指していくための都市づくりの骨格として、“ターミナルが充実し、業務・商業・文化機能が集積する都市拠点”と位置づけられ

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

7

公園・広場面積率 地区内の広場の面積率 住環境のゆとりの向上度合いを、広場の増加度合いにより計る 0 0.6

狭隘道路率 地区内の狭隘道路の延長率
防災性の向上と地域内交通の利便性向上度合いを、狭隘道路率の減少度により計る

48



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

整備方針3：防災性やゆとりのある住環境の向上に資する事業の推進
　・狭隘道路を解消することにより、地区内の防災性を向上させる。
　・地区内に不足している公園や広場を整備し、住環境を向上させる。

・戸塚駅前地区中央土地区画整理事業（基幹事業/土地区画整理事業）

○交付期間中の計画の管理について
　交付期間中、各種の事業を円滑に進め、目標に向けて確実な効果をあげるために、定期的に事業成果の評価や事業の進め方を検討する。

○事業終了後の継続的なまちづくり活動
　事業終了後も商店街との連携により、活気のあるまちづくりを運営していく。

○都市再生整備計画期間終了後の事業継続
　基幹事業である土地区画整理事業がH２６年度に完了の予定なので、目標を達成するために、本都市再生整備計画期間終了後も引き続き事業を行なっていく。

方針に合致する主要な事業
整備方針1：地域交通・広域交通の利便性向上に資する事業の推進
　・国道１号線の踏切を立体化することにより、渋滞をなくして広域の交通利便性を向上させる。
　・狭隘道路を解消することにより、地区内の交通利便性を向上させる。

・戸塚駅前地区中央土地区画整理事業（基幹事業/土地区画整理事業）
・広報・ＰＲ事業（提案事業/地域創造支援事業）

整備方針2：まちの魅力向上に資する事業の推進
　・踏切を廃止して、鉄道を越えるための歩行者用デッキを設けることにより、駅の東西を歩行者が自由に行き来できるようにして、まち歩きの魅力を向上
させる。
　・柏尾川と戸塚駅周辺との動線を検討し、回遊性等の向上につなげる。
　・地域の歴史的資源である歴史的建造物の保全活用を推進することで、戸塚らしい個性と魅力あふれる都市景観の形成を図る。
　・事業により設置した大規模構造物について、周辺の自然環境及び景観と調和した整備内容とする。

・戸塚駅前地区中央土地区画整理事業（基幹事業/土地区画整理事業）
・まちづくり協議会への専門家派遣（提案事業/まちづくり活動推進事業）
・まちづくり活動推進調査（提案事業/まちづくり活動推進事業）
・歴史的景観保全事業(提案事業/地域創造支援事業)
・深礎擁壁修景(基幹事業/高質空間形成施設)



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設 横浜市 直 電線類地中化 H19 H26 H19 H23 386 262 262 262

横浜市 直 緑化施設等 H22 H23 H22 H23 100 100 100 100

高次都市施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業 横浜市 直 6.8ha H14 H31 H19 H23 7,274 4,717 4,717 4,717

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 7,760 5,079 5,079 5,079 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
横浜市 直 H19 H22 H19 H22 2 1.2 1.2 1

個人 間 H22 H22 H22 H22 24 24.0 10.0 10

横浜市 直 H19 H23 H19 H23 44 44 44 44

横浜市 直 Ｈ19 Ｈ23 H19 H23 37 27 37 37

合計 107 96 92 92 …B
合計(A+B) 5,171

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
横浜市 国土交通省 約4.3ha ○ ○ ○ 6 24 85,135

合計 85,135

戸塚駅前地区中央

戸塚駅前地区中央

交付対象事業費 5,171 交付限度額 2,068

0

国費率 0.4

14

14

うち民負担分

うち民負担分
交付期間内事業期間

規模
（参考）事業期間

戸塚駅前地区中央

戸塚駅前地区中央

規模

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業

市街地再開発事業

事業期間（いずれかに○）

戸塚駅西口再開発

事業主体

事業
細項目

事業主体事業箇所名 直／間

まちづくり協議会への専門家派遣

全体事業費

広報・ＰＲ事業

（参考）事業期間
細項目

まちづくり活動推進調査費

地域創造
支援事業

戸塚駅前地区中央

戸塚駅前地区中央歴史的景観保全事業

住宅市街地
総合整備
事業

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名事業

戸塚駅前地区中央

所管省庁名事業箇所名



都市再生整備計画の区域

戸塚駅前中央地区（神奈川県横浜市） 面積 16.1 ha 区域 横浜市戸塚区戸塚町、矢部町及び吉田町の一部

.

Ｓ　１：５，０００

　

都市再生整備計画区域



狭隘道路率 （％） 48 （平成18年度） → 7 （平成23年度）

（平成23年度）

　戸塚駅前中央地区（神奈川県横浜市）　整備方針概要図

目標
駅周辺の拠点性を強化し、商業・業務機能と居住機能が調和した活気のある
まちづくり

代表的
な指標 公園・広場面積率 （％） 0 （平成18年度） → 0.6

Ｓ　１：５，０００

　
戸塚駅前地区中央
土地区画整理事業区域

戸塚駅西口第１地区
第二種市街地再開発事業区域

都市再生整備計画区域

□提案事業：まちづくり活動推進事業
　　　まちづくり協議会への専門家派遣

■基幹事業：　高質空間形成施設
　　　              電線類地中化事業

■基幹事業：　土地区画整理事業
　　　戸塚駅前地区中央
　　　土地区画整理事業

□提案事業：地域創造支援事業
　　　歴史的景観保全事業

□提案事業：地域創造支援事業
　　　広報・ＰＲ事業

□提案事業：まちづくり活動推進事業
　　　まちづくり活動推進調査費

■基幹事業：　高質空間形成施設
　　　              電線類地中化事業

■基幹事業：　高質空間形成施設
　　　              緑化施設等
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